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2012年05月14日


PDF/A-3　PDFの新しい目的


PDF/A-3(DIS、以下単にPDF/A-3とします)仕様のIntroductionに、PDFを他のファイルフォーマットのコンテナとして機能できるようにすることが新しい目的である、との記載があります。この部分について、今回は見ていきます。


PDFファイル内にPDFやその他のファイルを格納する埋め込みファイル（Embedded Fil)と呼ばれる機能があります。Acrobat 8で「PDFパッケージ」、Acrobat 9以降で「PDF ポートフォリオ」呼ばれるようになった機能なども、これを用いて実装されています。PDF/A-2の仕様では、埋め込み可能なファイルをPDF/A-1あるいはPDF/A-2形式のファイルに限定していました。


PDF/A-3では、この制限がなくなり、任意の形式のファイルを埋め込むことを認めるように変更されています。

ただし、いくつかの要件が追加されています。

まず、埋め込みファイルがどのようなものであるかを説明するテキストを記載する必要があります。次に埋め込みファイルを記述するデータ内にAFRelaitionshipという、新しいキーを追加しています（PDF/A-1,2 ではベースとなるPDFの仕様に対して使用可能なキーを制限するような形で仕様を定めていましたが、PDF/A-3では、ベースのPDFの仕様では定義されていないキーが使われるようになっています）。

このAFRelationshipは、埋め込みファイルとPDF本文（全体であったり、PDF内の一部であったりします）との関係を指定するもです。

PDF/A-3の仕様で、AFRelationshipに設定する値の例がいくつか記載されています。

・ワープロファイルからPDFを作成し、元のワープロファイルをPDF内に埋め込む場合は"Source"と記載し、PDFのオリジナルデータ(Source File)であることを示す。

・PDF内に数式部分があり、この数式を補足するためにMathMLのデータをPDFに埋め込む場合は"Supplement"と記載し、PDF内のデータの補足データであることを示します。

・PDF内のチャートが存在し、このチャートのデータをCSVで埋め込んでおく場合、"Data"と記載し、チャートの元データであることを示します。

（"Source","Data","Supplement"の他に、代替え表現用の"Alternative",それら以外の場合の"Undefined"が定義されています）


また、このほかに、上記の説明で、埋め込みファイルがPDFファイル全体に対するものであったり(上記のワープロの例)、PDF内の一部に対するものであったり（上記の数式の例）することを示すために、PDF内の各種データに埋め込みデータと対応付けをするためのキー(AF)が追加されています。

PDF/A-3は、このような機能の追加により、PDF/A-2を各種ファイルのコンテナとして使用できるように拡張したものとなります。
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トラックバック

このエントリーのトラックバックURL:

http://blog.antenna.co.jp/PDFTool/mt-tbng2.cgi/1898






コメント






コメントしてください




サイン・インを確認しました、

さん。コメントしてください。 ( サイン・アウト)


(いままで、ここでコメントしたとがないときは、コメントを表示する前にこのウェブログのオーナーの承認が必要になることがあります。承認されるまではコメントは表示されません。そのときはしばらく待ってください。)
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